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６ 議 事 録（要点筆記） 

 

○田中勝士委員長 

それでは、ただいまから土木委員会委員協議会を開会する。 

本日の協議会は、委員会の所管事項の調査や施策の評価の充実を図るために開催したものであり、「名

鉄名古屋本線 鉄道高架化事業について」を議題とし、執行部の説明を求める。 

 

（執行部挨拶：大野都市建築部長） 

（執行部説明：小野都市整備課長） 

 

○田中勝士委員長 

  ただいまの説明に対して、質疑はないか。 

○田中勝士委員長 

  高架化事業に係る総事業費の見込みはどれくらいか。 

○小野都市整備課長 

  総事業費については関係機関と精査中であるが、現時点では数百億円程度を見込んでいる。事業認可

後であれば、正式な金額をお答えできる。 

○田中勝士委員長 

  この事業における、県、岐阜市、名鉄の費用負担の割合はどうなっているのか。 

○小野都市整備課長 

  現況機能の確保分についての鉄道事業者の費用負担は、都市の規模に応じて１５％から４％まで段階

的に決まっており、本事業における名鉄の負担は全体事業費の７％で、残りの半分を国が補助し、更に

その半分ずつを県と市で負担するスキームとなっている。 

○田中勝士委員長 

  連続立体交差事業区間と関連事業区間では負担割合が異なっていなかったか。 

○小野都市整備課長 

  関連事業である、岐南駅側の河川改修事業については、県が国庫補助を受けて実施し、国と県の費用

負担割合は基本的に半分ずつとなっている。 

○田中勝士委員長 

  この事業は仮の線路を敷設するなど複雑な工程を経て実施されるが、事業に伴って移転の対象となる

地権者はどれくらいいるのか。 

○小野都市整備課長 

  細部の設計や用地測量等をまだ実施していないので確定していないが、今のところ２００戸程度が用

地補償の対象になると見込んでいる。 

○藤墳 守委員 

  先程、踏切除却が１箇所できないような説明があったが、それはどこか。 

○小野都市整備課長 

  過去に検討されていた段階施工の案では踏切が１箇所残る計画であったが、現行案の一括施工では残

らない。 

○渡辺嘉山委員 

  目標として、事業完了の見込みはいつごろになるか。 
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○小野都市整備課長 

  現段階で具体的な期日はお示しできない。今は都市計画事業の認可に向けて関係機関と協議している

ところ。 

○大野都市建築部長 

  ＪＲの高架化事業では、都市計画事業の認可後、１８年かかっているが、大体これくらいが目途にな

ると思われる。本事業では、それよりも短い期間で出来るよう頑張りたい。 

○田中勝士委員長 

  この事業区間は、連続立体交差部と、岐阜市と境川の関連事業部との３つに分けられると思うが、事

業着手の手順をどのように考えているのか。 

○小野都市整備課長 

  一体的・効率的に整備するために３区間とも仮線を供用しながら進めたほうが、費用的にも安く、期

間的にも短くできると考える。 

○田中勝士委員長 

  仮に令和２年７月豪雨のような雨が境川で降れば、名鉄橋梁付近で氾濫する可能性がある。防災上の

観点から境川関連事業区間を優先して整備することは考えられないか。 

○小野都市整備課長 

  危惧される事態が起こる可能性はあると思われるが、当初計画から２０年以上経過しており、この間、

公共事業費が削減される中、事業規模が大きく、関係者が多いこともあり、事業の実施に踏み切れなか

ったのではないかと考える。 

○鈴木河川課長 

  名鉄橋梁の架替は境川河川改修を進めうえで不可欠であるため、架替までの間、上流のＪＲ橋梁の橋

脚改築、上戸排水機場の機能増強工事など、上下流のバランスを踏まえながら、できるところから順次

着手している。 

○藤墳 守委員 

  用地交渉の相手が２００戸程あると、なかなか計画通りに進まないと思うが、強制執行できるのか。 

○小野都市整備課長 

  都市計画事業なので、最終的には土地収用法の適用を受け、収用は可能である。 

○田中勝士委員長 

  ほか、質問はないか。 

（「なし」の声あり） 

○田中勝士委員長 

 質疑も尽きたようなので、これをもって「名鉄名古屋本線 鉄道高架化事業について」の説明聴取を

終了する。 

 この際、何か意見等はないか。また、執行部はいかがか。 

（発言する者なし） 

○田中勝士委員長 

  ご意見もないようなので、これをもって、本日の委員協議会を閉会する。 
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